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『レストラン紹介』  第 52 回 特別編  

 Barollo（バローロ）のフェイジョアーダ - 三回目の取材 

 

フェイジョアーダはお好きですか？ 有名な割には

中々口にする機会のない料理だと思います。ブラジル

食にほぼ必ず付いてくる黒豆の汁はフェイジョン

（Feijão）と言って、ここでは必須の副菜ですが、フ

ェイジョアーダ（Feijoada）は毎週土曜日の昼にだけ

食べられる特別な国民食という位置づけで、豚のあら

ゆる部位を黒豆と一緒に煮込んだ料理、フェイジョン

とは別物です。一説には、アフリカから無理やり連れ

て来られた奴隷達が、粗末な食事で強制的に働かされ

ていた農場で、主人たちが食べずに残した肉の部位をかき集めて豆と一緒に煮て食べたものが起

源と言われ、昼に食べたら夜までお腹が空かないパワー・フード。マナウスでは、NOVOTELで土曜

日のお昼にのみ食べられる本格派フェイジョアーダが定番として有名です。今回、カレーよりフ

ェイジョアーダが好きな執筆担当者が委員会メンバーを説得し、定番の NOVOTEL以外のフェイジ

ョアーダを探るべく事前に地元の人から口コミを辿り、複数から名前の挙がったレストラン

BAROLLOのフェイジョアーダを取材することとしました。 

 

BAROLLOは、広報企画委員会で過去二度にわたって取材しており、レストランの格と味は高いレ

ベルでお勧め出来ると実証済みです。 

※ 過去取材記事はこちらから 

一回目取材記事：20160730 ニュースレター_Barollo.pdf (camaraam.com.br) 

二回目取材記事：20171207_レストラン紹介_BAROLLO_Edicao2.pdf (camaraam.com.br) 

 

お昼時には、出遅れると満席になるという事前情報から 12時少し前に入店。我々がほぼ一番乗

りでした。奥のほうの 5人掛け丸テーブルを選択。5人で話しながら食事をするにはベストのテー

ブルですが、照明が少し暗いので、明るい環境が好きな方は、入ってすぐの窓に面した席がお薦

めです。 

 

まずはフェイジョアーダの習いに従って、カイピリーニャ（Caipilinha 

R$28）で乾杯。ちょっと薄目で飲みやすい。最初に出されたのがフェイジョ

ン・スープ。干し肉の塩の効いたスープがパスタを揚げたスナックと一緒に出

されます。塩味は少し強めですがコクがあり美味しいです。 

 

 NOVOTELのフェイジョアーダはビュッフェ・スタイルですが、ここは一人分

もしくは二人分がテーブルに運ばれてくるスタイル（サンパウロの専門店でも

良くあるスタイル）。一人分が 65レアル、二人分が 120レアル。想像よりもずっと安いです。 

 

 

http://www.camaraam.com.br/cdn/images/materias/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%AC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E7%B4%B9%E4%BB%8B/20160730%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%AC%E3%82%BF%E3%83%BC_Barollo.pdf
http://www.camaraam.com.br/cdn/images/materias/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%AC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E7%B4%B9%E4%BB%8B/20171207_%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E7%B4%B9%E4%BB%8B_BAROLLO_Edicao2.pdf
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二人分は、一人分の三倍の量がありますのでシェアすればさらにお得です。一人分ではフェイジ

ョアーダをよそったお椀と、お皿には定番のトヒーズモ (Torresmo-パンセッタの一口揚げ)、 

コウベ（青汁の原料のケールの葉）の炒め物、オレンジ・スライス

などを載せて供されます。本格的なフェイジョアーダはぐつぐつと

煮立った土鍋で供されることが多いので、その点は少し不満が残り

ますが 65レアルだから文句は言えません。豆は一般的な黒フェイ

ジョンと、赤みが入った豆（フェイジョン・カリオカ）を使ってい

るようです。お肉は沢山入っていて、その点は、これまで食べたこ

のスタイルのフェイジョアーダのなかでは一番の盛りでした。 

 

個人的にはもっとガツンと塩の効いた強烈なフェイ

ジョアーダを期待していましたが、その点では若干、

上品で健康志向寄りではありました。それでも 65レ

アルとは思えない質と量です。一人分を何とか完食。

お腹いっぱいです。二人分を頼んだメンバーは、二人

では食べきれていませんでした。明らかに 3人分の盛

りです。食べ盛りの若い男性 3名で二人分を注文して

満足できるボリュームだと思います。 

 

飲み物とサラダを 1品頼んで税込みで一人当たり 108レ

アル。純粋なフェイジョアーダとしてのレベルは、マニア

の私の期待を超えてくることはありませんでしたが、コス

パは抜群で、フェイジョアーダ入門編としては十分すぎる

レベルと言えるでしょう。是非お試しください。また、夕

食に行くとそこそこの値段がする高級レストランですから、

この値段で食事が出来るのなら、もうそれだけで十分利用

する価値はあるでしょう。 

 

こちらにはワインセラー・ルームがあり、中には 6人掛けのテーブルが一脚、そこを予約して 4

名～6名でプライベート・スペースでの昼食も可能。ただし室温が 18度に保たれていてワインと

一緒に冷やされますので、長袖を用意していくのがいいでしょう。13時からはパゴージ（Pagode

－小編成で演奏される街角サンバ）のライブ演奏が始まります。パゴージのリズムを感じながら

フェイジョアーダで普段とは違うブラジル体験をしてみてはいかがでしょうか。 

BAROLLOもおすすめですが、ここのフェイジョアーダもおすすめの一品です。 

 

BAROLLO   

所在地： Rua Rio Ituxi, 290 - Nossa Sra. das Gracas, Manaus 

フェイジョアーダは、毎週土曜日 11:30 ～ 

駐車場は夜間バレー・サービスで 12レアルかかりますが昼は無料で利用できました 

※ 本取材は 2024年 5月 25日に実施されたものです。 

 

 

 


